
第２章
前計画の成果検証

説明が必要な用語は、右上に「※」を表示しています。説明は、P141～143を参照してください。

長崎県水産業振興基本計画
令和3年度－7年度



第2章 前計画の成果検証

指標の動向（進捗状況）：「達成」「順調」「やや遅れ」「遅れ」「－（数値目標設定なし）」
の５項目で評価

「達成」…………最終年度の目標値を達成した。
（累計ベースの目標を設定していて、実績が極めて好調な場合や、目標の最終年度が
既に到来した場合など）

「順調」…………令和元年度又は平成３０年度以前の目標値を達成した。
「やや遅れ」……令和元年度又は平成３０年度以前の目標値は達成できなかったが、基準値からの改善

はみられる。
「遅れ」…………令和元年度又は平成３０年度以前の目標値を達成できず、基準値の数値と比べても改

善がみられない。
（実績が基準値から下回っている、または元年度目標値に対する実績値が７０％未満の
場合）

進捗状況の％について
Ⅰ 基本：（実績値）／（目標値）
Ⅱ 累計ベースの数値目標：基準値からの伸び率を示すものは、（実績値－基準値）／（目標値－基準
値）により算出
基本指標の⑵－②、⑶－⑥、⑷－②、⑷－③はⅡで算出

達成の見込み

「○」：達成した又は達成の見込み
「△」：達成が厳しい見込み
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１

①「海面漁業生産量」は、多獲性魚類のイワシ類、サバ類
は増加していますが、沿岸漁業の漁獲量の減少などにより、
目標達成は厳しい見込みです。

④「漁業就業者数」は、新規漁業就業者は増加しているも
のの高齢（６０歳以上）漁業者の減少が非常に大きく、目標
の９２％にとどまったことにより、目標達成は厳しい見込み
です。

②「海面漁業生産額」は、生産量と同様にイワシ類、サバ
類は大幅に増加したものの、アジ類やブリ類のほか単価の
高い沿岸種の減少により、目標達成は厳しい見込みです。

⑤「食用加工品出荷額」は、加工原料となる魚種の本県水
揚げが低調であったことなどにより、目標達成は厳しい見
込みです。

③「海面養殖業生産額」は、マグロ養殖の生産拡大に加え、
ブリ養殖や貝類養殖が増加に転じ、真珠養殖も回復基調を
維持していることにより、目標達成の見込みです。

⑥「水産物輸出額」は、年間を通じて本県産水産物の認知
度向上を図り、併せて新規輸出ルートの開拓などに取り組
んだことにより、目標達成の見込みです。

基本指標 【上段：目標値、中段：実績値、下段：実績値／目標値】
達成見込み 達成困難
２ ４

指標名 基準値
（基準年） Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ 進捗状況 達成見込み

①海面漁業生産量 ２４万４千トン
（Ｈ２５年）

２３万トン ２２万３千トン ２３万３千トン ２４万トン ２５万４千トン
順調 △２８万６千トン ３１万７千トン ２９万１千トン ２５万１千トン

１２４％ １４２％ １２５％ １０４％

※千トン未満を四捨五入

指標名 基準値
（基準年） Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ 進捗状況 達成見込み

②海面漁業生産額 ６４２億円
（Ｈ２５年）

６１５億円 ６００億円 ６２３億円 ６３９億円 ６７０億円
順調 △６４４億円 ６７９億円 ６３６億円 算定中

１０４％ １１３％ １０２％

指標名 基準値
（基準年） Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ 進捗状況 達成見込み

③海面養殖業生産額 ２７９億円
（Ｈ２５年）

３０４億円 ３１０億円 ３１６億円 ３２３億円 ３３０億円
順調 ○３２５億円 ３７８億円 ３６０億円 算定中

１０８％ １２１％ １１４％

指標名 基準値
（基準年） Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ 進捗状況 達成見込み

④漁業就業者数 １４，３１０人
（Ｈ２５年）

－ － １２，６６０人 － １２，０００人
やや遅れ △－ － １１，７６２人 －

－ － ９２％ －

指標名 基準値
（基準年） Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ 進捗状況 達成見込み

⑤食用加工品出荷額 ３６０億円
（Ｈ２５年）

３６７億円 ３７４億円 ３８１億円 ３８８億円 ４００億円
やや遅れ △３７７億円 ３６１億円 ３７７億円 算定中

１０２％ ９６％ ９８％

指標名 基準値
（基準年） Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ 進捗状況 達成見込み

⑥水産物輸出額（関係団体分） １１億円
（Ｈ２６年度）

１２億円 １５億円 ２０億円 ２５億円 ３０億円
順調 ○１９億円 ２１億円 ３３億円 ３１億円

１５８％ １４０％ １６５％ １２４％

・基本指標６項目中２項目、関連指標２０項目中１７項目は、それぞれ達成の見込みです。
・環境や水産資源の変動により漁業生産量、生産額ともに目標達成は困難な状況にあり、また、
就業者も６０歳以上の高齢漁業者の減少が非常に大きく目標達成は困難な状況です。
・海面養殖業生産額、水産物輸出額は目標を上回り、目標達成の見込みです。

基本指標の達成状況
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２
⑴基本目標：収益性の高い魅力ある経営体の育成

【上段：目標値、中段：実績値、下段：実績値／目標値】
達成見込み 達成困難
４ １

基本目標 事業群 指標名 基準値
（基準年） Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ 進捗状況 達成見込み

収益性の高
い魅力ある
経営体の育
成

経営改善計画の策定
及び実行による漁業
者の経営力強化

①漁業所得３００万円以
上に達した経営体数

５９４経営体
（Ｈ２５年）

－ － ７１１経営体 － ７９０経営体
遅れ △－ － ５８６経営体 －

－ － ８２％ －

指標名 基準値
（基準年） Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ 進捗状況 達成見込み

②経営改善に向けた取
組により、経営改善・
強化を図った漁業者数
（経営改善計画策定
数）（累計）

－

２５件
（２５件）

５９件
（３４件）

９３件
（３４件）

１２７件
（３４件）

１６１件
（３４件）

達成 ○２７件 ６２件 １４０件 ２１７件
１０８％ １０５％ １５０％ １７１％

漁業養殖業の収益性
向上

指標名 基準値
（基準年） Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ 進捗状況 達成見込み

③コスト削減、高品質
化、経営多角化により
収益向上を図った経営
体数（累計）

２２経営体／年
（Ｈ２６年度）

３８経営体
（３８）

７６経営体
（３８）

１１４経営体
（３８）

１５２経営体
（３８）

１９０経営体
（３８）

達成 ○７０経営体 １１２経営体 １４９経営体 ２１４経営体
１８４％ １４７％ １３０％ １４０％

指標名 基準値
（基準年） Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ 進捗状況 達成見込み

④マグロ養殖の生産量 ３，０７０トン
（Ｈ２５年）

－ － － － ３，５００トン
達成 ○４，４１４トン ６，５５８トン ６，５０２トン ７，１８８トン

－ － － －

しごと創出のための
雇用型漁業の育成

指標名 基準値
（基準年） Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ 進捗状況 達成見込み

⑤雇用確保、雇用条件
等処遇改善を実施した
経営体数（累計）

－

７経営体
（７）

１４経営体
（７）

２１経営体
（７）

２８経営体
（７）

３５経営体
（７）

順調 ○７経営体 １７経営体 ２５経営体 ３２経営体
１００％ １２１％ １１９％ １１４％

①「漁業所得３００万円以上に達した経営体数」は、所得向
上対策関連事業の実施により優良経営体の育成が進み、所
得３００万円以上の経営体の全体に占める割合は増加するな
ど、一定の効果があったものの主要魚種の不漁などにより、
目標達成は厳しい見込みです。

④「マグロ養殖の生産量」は、マグロ養殖の生産拡大（出
荷サイズの増加、人工種苗による増）により、目標を達成
しました。

⑤「雇用確保、雇用条件等処遇改善を実施した経営体数」
は、関連事業等を積極的に活用し、生産設備の導入や販路
拡大等による経営改善、雇用拡大等への支援を行ったこと
により、目標達成の見込みです。

②「経営改善に向けた取組により経営改善・強化を図った
漁業者数」は、関係機関が連携して指導・支援体制を整備
し、個別経営指導を各地で実施したことにより、目標を達
成しました。

③「コスト削減、高品質化、経営多角化により収益向上を
図った経営体数」は、養殖産地育成計画※の実践や販路拡
大、コスト削減、高品質化等による収益向上等を図ったこ
とにより、目標を達成しました。

基本目標⑴の達成状況
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産出額生産量

年

■ 生産量（トン）
■ 産出額（億円）

漁業者 モデル経営体候補 モデル経営体

経営支援協議会 経営指導サポートセンター

地域作業部会（県内 6箇所）

経営安定化・強化、
所得増を目指す

・新たな漁法、漁労技術など地域に
 事例がない先駆的な取組を内容とする
 経営計画を策定
・所得300万以上、500万以上、
 10％以上増（既に500万以上）を目指す者

優良型経営体候補

経営改善に興味を持つ経営体（将来候補）

・優良経営体（既経営計画策定者）の取組
 を参考にした経営計画を策定
・所得10％以上増を目指す者

協議会・作業部会・
サポートセンターが
連携し指導

指導支援

経営指導・支援体制により
モデル化・優良化に向けた
指導、フォローアップを実施

構成：県、系統団体
機能：方針決定・調整

委託先：県中小企業診断士協会

機　能

・指導職員の養成
・経営指導
（経営計画策定指導）構 成：普及センター、市町、系統団体、漁協等

機 能：漁業者の経営指導、相談窓口

経営計画書

モデル型
経営計画書

優良型
経営計画書

【経営塾】 意識醸成・レベルUP！
①経営に明るい漁家育成講座
・簿記会計、生涯設計等の研修
②浜の経営リーダー育成講座
・地域リーダーを核とし、浜の経営安定を
 目指すグループ研修等
③経営自立集中講座
・経営感覚の醸成
④水産アカデミー研修
・専門性を高める集中講座等

【新水産業経営力強化事業】（補助）
◆経営計画書に基づく所得向上の取組に
必要な機器類の導入を支援（要件あり）

①モデル経営体育成事業
補助率　単独：県1/3（別途、市町1/6以上）
　　　　グループ：県1/2（別途、市町1/6以上）
②優良経営体育成事業
補助率　単独：県1/6（別途、市町1/6以上）
　　　　グループ：県1/3（別途、市町1/6以上）

優良経営体

経営計画書
に基づく
所得向上
の実現

地
域
へ
波
及

地
域
全
体
の
所
得
向
上

優
良
経
営
体
数
の
拡
大

〔経営支援体制を構築〕 〔経営支援の仕組み〕

成果トピックス：漁業者への経営支援体制の構築

漁業所得向上に向けた経営強化や新たな事業展開を目指す漁業者に対して、関係機関が連携
して経営指導・支援を行う体制を構築し、令和元年までに２１７件（国の関連事業を含めると
５１４件）の経営計画を策定し、所得向上に向けた支援を行いました。

成果トピックス：養殖マグロの振興

長崎県の養殖マグロ生産量は日本一です。生産者や漁協、県、市が一体となりマグロ養殖を
振興してきた結果、その生産量は右肩あがりで増加してきました。
量だけではなく、高品質のマグロを安定して出荷するため、取り上げ時の身焼け対策のため
の電気ショッカー導入や、魚体の大型化のための薄飼い用生簀整備等の支援を実施してきま
した。

長崎県産養殖マグロの生産量
・産出額の推移
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２

①「漁業所得」は、１経営体平均漁業所得は基準年から６％
向上しましたが、燃油価格の上昇による漁業経費の増加な
どの要因により、目標達成は厳しい見込みです。

④「６５歳未満漁業就業者の５年間における離職者数」は、
漁業者の高齢化と就業者全体の減少により離職率が上昇し
ており、目標の達成は厳しい見込みです。

⑤「漁業共済加入率」は、養殖業者の加入が増加したこと
により、目標達成の見込みです。

②「漁協連携等に取り組む地区数」は、漁協合併に向けて
協議を行っている地区等が、当初の目標を上回る地区数と
なり、漁協の合併も行なわれたことにより、目標達成の見
込みです。 ⑥「新規漁業就業者数」は、情報発信から就業、定着まで、

段階に応じた切れ目ない支援制度による新規漁業就業者の
確保・育成を図ったことにより、目標達成の見込みです。③「他産業と連携し新たな取組導入件数」は、観光と連携

した体験漁業などにより、目標達成の見込みです。

⑵基本目標：浜・地域の魅力を活かした水産業の活性化と就業者確保
達成見込み 達成困難
４ ２【上段：目標値、中段：実績値、下段：実績値／目標値】

基本目標 事業群 指標名 基準値
（基準年） Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ 進捗状況 達成見込み

浜・地域の
魅力を活か
した水産業
の活性化と
就業者確保

「浜の活力再生プラ
ン」の作成と具体化
の推進などによる浜
と地域の活性化

①漁業所得（１経営体
平均）

２，２３９千円
（Ｈ２５年）

２，４２９千円 ２，４９２千円 ２，５５５千円 － －

やや遅れ △２，５３１千円 ２，６８８千円 ２，３８２千円
－ －
－ －

１０４％ １０８％ ９３％ － －

指標名 基準値
（基準年） Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ 進捗状況 達成見込み

②漁協連携等に取り組
む地区数（累計）

３地区
（Ｈ２６年度）

５地区 ７地区 ９地区 １０地区 １１地区
順調 ○１９地区 ２０地区 ２２地区 ２４地区

８００％ ４２５％ ３１７％ ３００％

指標名 基準値
（基準年） Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ 進捗状況 達成見込み

③他産業と連携した新
たな取組導入件数（累
計）

－

５件
（５）

１０件
（５）

１５件
（５）

２１件
（６）

２６件
（５）

順調 ○３件 ７件 １４件 ２３件
６０％ ７０％ ９３％ １０９％

水産経営支援ときめ
細かな離職防止

指標名 基準値
（基準年） Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ 進捗状況 達成見込み

④６５歳未満漁業就業者
の５年間における離職
率

１０％
（Ｈ２５年）

－ － － － ５％以下
遅れ △－ － １１％

－ － －

指標名 基準値
（基準年） Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ 進捗状況 達成見込み

⑤漁業共済加入率 ５６．０％
（Ｈ２６年）

５９％ ６２％ ６５％ ６８％ ７０．０％
順調 ○６６％ ７８％ ７６％ ７７％

１１２％ １２６％ １１７％ １１３％

漁村地域の魅力発信
による幅広い年代に
わたる漁業就業者の
呼び込み

指標名 基準値
（基準年） Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ 進捗状況 達成見込み

⑥新規漁業就業者数 １３６人／年度
（Ｈ２６年度）

１８０人
（１８０）

１８０人
（３６０）

１８０人
（５４０）

１８０人
（７２０）

１８０人
（９００）

順調 ○１７５人 １６５人 １８３人 １８７人
９７％ ９１％ １０１％ １０３％

基本目標⑵の達成状況

第２章 ｜ 前計画の成果検証
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200

150

100

50

0

人

増加の要因
は移住者
（UIターン）
の増加

しかし、
漁家子弟の
就業は低率
（全体の
1～3割）

徐々に増加傾向

H26 H27 H28 H29 H30 R1 年度

136 163
実績数値
（人） 175 165 183 187

■漁家子弟　■漁家子弟（Uターン）　■地元　■Uターン　■Iターン

新規漁業就業者数の推移（県調べ）

写真：先輩漁業者による定着支援研修の様子

就業前の技術習得研修事業（Ｈ１７～）
・１～３年間の研修中の生活費、指導謝金等
を支援

⑴ 経営者育成コース
（独立経営を目指す実践研修）

⑵ 従業者育成コース
（雇用型漁業従事を目指す実践研修）

⑶ 漁家子弟コース※R１新設
（親族の元で就業を目指す実践研修）

〔技術研修制度の充実〕

成果トピックス：新規漁業就業者の増加

新規漁業就業者は、情報発信・呼び込みから技術習得、就業まで切れ目のない支援を行い、
直近５ヶ年平均で１７５名を確保しました。移住者（UI ターン）が増加傾向にある一方で、漁
家子弟の割合は低迷しました。
独立直後の不安定な経営を支え定着を促進するため、就業後３年以内の漁業者を対象に技術
向上や漁業種類の転換・多角化を目指した研修も実施しました。
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２

①「長崎県の魚愛用店※の利用率」は、県産魚を積極的に
活用したメニューの提供や長崎県の魚愛用店の認定店舗の
増加及び PR活動により、目標達成の見込みです。

④「海外ニーズを踏まえた製品開発（養殖魚）を行い輸出
につながった件数」は、中国向け養殖マグロや養殖ブリ、
米国向け養殖ブリや養殖マアジ、韓国向け養殖ブリ等が輸
出に繋がったことにより、目標達成の見込みです。

②「地域内デリバリー配送先数」は、島内で漁獲された魚
を島内で流通させるために実施する離島における地域内デ
リバリーシステムの構築により、H２９年度に目標を達成し
ました。
（当該助成事業はＨ２８年度をもって終了）。

⑤「水産物輸出額」は、年間を通じて本県産水産物の認知
度向上を図り、併せて新規輸出ルートの開拓などに取り組
んだことにより、目標達成の見込みです。

⑥「HACCP等認定加工場数」は、HACCP認証の取得が
進んだことにより、目標達成の見込みです。③「大消費地において新たに取引を開始した商品数」は、

水産バイヤー等と産地が連携した取組に支援を行い、県産
水産物の販売力強化を図ったことにより、目標を達成しま
した。

⑶国内外での販路拡大と価格向上
【上段：目標値、中段：実績値、下段：実績値／目標値】

達成見込み 達成困難
６ ０

基本目標 事業群 指標名 基準値
（基準年） Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ 進捗状況 達成見込み

国内外での
販路拡大と
価格向上

地域内流通の強化と
魚食普及の推進

長崎県の魚愛用店の認
定店舗数（累計）
※Ｈ３０まで

１２１店舗
（Ｈ２６年度）

１６０店舗 １７０店舗 １８０店舗 － －
―１９１店舗 ２０３店舗 ２１５店舗

１１９％ １１９％ １１９％

指標名 基準値
（基準年） Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ 進捗状況 達成見込み

①長崎県の魚愛用店の
利用率
※Ｒ元から

１７．５％
（Ｈ２９年）

－ － － ２５．３％ ２９．１％
やや遅れ ○１７．５％ ２３．９％ ２４．６％

９７％

指標名 基準値
（基準年） Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ 進捗状況 達成見込み

②地域内デリバリー配
送先数（累計）

８箇所
（Ｈ２６年度）

２０箇所
（１０）

３０箇所
（１０）

４０箇所
（１０）

５０箇所
（１０）

６０箇所
（１０）

達成 ○２８箇所 ４４箇所 － －
１４０％ １４６％ － －

※Ｈ２８年で事業を終了したため、Ｈ２９年までの実績値を記載。

大消費地のニーズ等
に応じた商品づくり
と付加価値の向上

指標名 基準値
（基準年） Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ 進捗状況 達成見込み

③大消費地において新
たに取引を開始した商
品数（累計）

－

１０商品
（１０）

２０商品
（１０）

３０商品
（１０）

４０商品
（１０）

５０商品
（１０）

達成 ○２０商品 ４５商品 ７２商品 ９６商品
２００％ ２２５％ ２４０％ ２４０％

海外で評価される魚
づくり

指標名 基準値
（基準年） Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ 進捗状況 達成見込み

④海外ニーズを踏まえ
た製品開発（養殖魚）
を行い輸出につながっ
た件数（累計）

－

１件
（１）

４件
（３）

７件
（３）

１１件
（４）

１５件
（４）

順調 ○１件 ４件 ７件 １１件
１００％ １００％ １００％ １００％

輸出拡大に資する流
通・輸送体制の構築

指標名 基準値
（基準年） Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ 進捗状況 達成見込み

⑤水産物輸出額（関係
団体分）

１１億円
（Ｈ２６年度）

１２億円 １５億円 ２０億円 ２５億円 ３０億円
順調 ○１９億円 ２１億円 ３３億円 ３１億円

１５８％ １４０％ １６５％ １２４％

高度衛生管理やコス
ト削減に対応した流
通体制の構築

指標名 基準値
（基準年） Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ 進捗状況 達成見込み

⑥HACCP等 認 定 加
工場数（累計）

５件
（Ｈ２６年度）

６件
（１）

７件
（１）

８件
（１）

１０件
（２）

１２件
（２）

やや遅れ ○５件 ６件 ７件 ９件
０％ ５０％ ６６％ ８０％

基本目標⑶の達成状況

第２章 ｜ 前計画の成果検証

３４



〔中国への鮮魚輸出の拡大〕

青島博覧会

上海展示会

〔県産水産物の主な輸出ルート〕

成果トピックス：県産水産物の輸出拡大

本県水産物の輸出は、中国、韓国のほか、新たな輸出ルートとして米国やタイ、香港、シン
ガポール、マレーシアなどに広がりました。
現地での展示会等への出展など、年間を通じて本県産水産物の認知度向上を図り、併せて新
規輸出ルートの開拓を行いました。
長崎産養殖マグロ、ブリなど鮮魚は、上海や北京など約１１０都市に広く流通し、高級日本料
理店や百貨店を含む１，７００店舗以上で取り扱われました。
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２

①「検証・改善に取り組む資源管理計画数」は、資源管理
計画※及び地域特産種の評価・検証や、各計画の更新時に
合わせて現地調査の実施や研究機関等からのアドバイスに
よる改善等の取り組みにより、目標を達成しました。

③「浮桟橋※、防風施設、防暑施設等の整備を行う漁港数」
は、浮桟橋や防風柵等の重点的な整備により、目標達成の
見込みです。

②「漁場整備面積」は、沿岸から沖合まで水産資源を育む
漁場づくりとして魚礁や増殖場等の整備が順調に進んでい
ることから、目標達成の見込みです。

⑷基本目標：漁業生産を支える豊かな漁場・安全で快適な漁村の環境整備
達成見込み 達成困難
３ ０【上段：目標値、中段：実績値、下段：実績値／目標値】

基本目標 事業群 指標名 基準値
（基準年） H２８ H２９ H３０ R１ R２ 進捗状況 達成見込み

漁業生産を
支える豊か
な漁場・安
全で快適な
漁村の環境
整備

資源管理の推進

①検証・改善に取り組
む資源管理計画数
（累計）
※括弧内は、地域特産
魚種に関する計画数

６件
（０件）

２７件
（１５件）

４３件
（２２件）

１８６件
（２８件）

１８９件
（３１件）

達成 ○－ ６件
（０件）

２８件
（１５件）

４３件
（２２件）

２０３件
（２９件）

１００％ １０３％ １００％ １０９％

「藻場回復ビジョン
（仮称）」に基づく総
合的な藻場回復など
漁場づくりの推進

指標名 基準値
（基準年） Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ 進捗状況 達成見込み

②漁場整備面積（累計）

６６２km２

（２０）
６８２km２

（２０）
７０２km２

（２０）
７２２km２

（２０）
７４２km２

（２０）
順調 ○６２２km２

（Ｈ２６年度） ６７６km２ ６９５km２ ７１１km２ ７３９km２

１３５％ １２１％ １１１％ １１７％

漁港整備や浜の環境
整備の推進

指標名 基準値
（基準年） Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ 進捗状況 達成見込み

③浮桟橋、防風施設、
防暑施設等の整備を行
う漁港数（累計）

３８漁港
（５）

４３漁港
（５）

４８漁港
（５）

５４漁港
（６）

６０漁港
（６）

順調 ○２８漁港
（Ｈ２６年度） ４０漁港 ４５漁港 ４９漁港 ５４漁港

１２０％ １１３％ １０５％ １００％

基本目標⑷の達成状況

第２章 ｜ 前計画の成果検証
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１，６００
1,400
1,200
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800
600
400
200
0

１６，０００
14，０００
12，０００
10，０００
8，０００
6,000
4,000
2,000

0
H21

トン トン

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 年

■ 対馬全体（左軸）
■ マウンド礁周辺6漁港（右軸）

マウンド礁完成

対馬の陸揚量推移

○対馬全体は横ばい傾向の中、マウンド礁周辺６漁港の陸揚量は
１．５倍に増加

○マウンド礁に蝟集するメダイの群れ ○マウンド礁のイメージ

整備前
潮位差により非効率的かつ危険

整備後
安全安心な作業環境の提供 水揚げ作業の効率化

成果トピックス：海域の生産力向上

対馬南西海域において、マウンド礁を整備したところイサキやヒラマサなどの好漁場が形成
され、周辺６漁港の水揚量が増加しました。

成果トピックス：安全で働きやすい漁港整備

安全で働きやすい作業環境を提供するために、高齢者や女性、新規就業者が安心して働ける
環境づくり、災害に強い漁業地域づくりに取り組みました。

阿翁浦漁港（松浦市）では、水面から岸壁までの高低差が３mあり、係船時の綱とり作業
や水揚げ・準備作業が重労働となっていましたが、浮桟橋等を整備したことで、これらの漁
業活動は楽に安心してできるようになり、各作業時間が短縮されました。
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カサゴの種苗放流
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